






















結果を報告するものである。   
【キーワード】 モジュール型教材、接触場面、ディスカッション 
 
1. はじめに   
 関西外国語大学留学生別科においては、2008 年秋学期（9 月~12 月）より中級














 Unit 1「Mixi、やってる？」 
 Unit 2「交通機関のマナー」 
 Unit 3「夫？主人？」 
 Unit 4「ユニクロ、MUJIは海外で成功するか？」 
 Unit 5「インターネットは人類を幸せにしたか？」 



















 しかし、ユニット 1のトピックとなっていた Mixiは、その後、人気が凋落し近
年はスマートフォンの普及に合わせ多くの日本人の若者が LINE を使うようにな
ってきた。そのため、ユニット 1 の内容も時代遅れのものとなり改訂が必要とな











もの（図 1）と改定後のもの（図 2）をここに転載する。 
2.1 改訂前のダイアログ 
 改訂前に扱われていたトピックは、Mixi である。Mixi とは、株式会社ミクシ
ィが運営する Facebook と同じようなソーシャル・ネットワーキング・サービス
（SNS）であり、2004年にサービスが開始された。ミクシィ社の 2011年 9月時






























































 その後、日本では Mixi の人気は凋落し、それに代わって LINEが若者の間で使われ
るようになってきた。元々、外国人留学生にとっては日本で最大とは言え SNS と言え
ば、Facebook であり、留学生間における Mixi の認知度は低く、日本人との会話にお
いてもMixiが話題になることはあまり見られないような状況になってきた。そこで、















































































学生は 2014 年秋学期（9 月～12月）の SPJ5の全学生である。アンケートは Blackboard 
Learn （Blackboard Inc.）という本校で使用されている学習支援システムを活用しオン
ラインで実施した。秋学期の SPJ5 の学生は 35 名（男：13 名、女：22 名）おり、そ
  
の内 20 名（男：6 名、女：14 名）が参加した。参加した学生の出身国の内訳は、ア
メリカ 10名、香港 2名、トルコ、エストニア、タイ、ノルウェー、韓国、ラトビア、
ポーランド、イギリス、各 1 名であった。 
 
3.2 調査内容 
 調査は、教科書全体に対する質問（3問）と各ユニットに対する評価（15問 x 4ユ























































体と言ってもユニット 4 までが対象になっているわけであるが、“strongly agree”と 

































(3)-2, (4)-2, (5)-2）。ユニット毎の比較を表すグラフが図 6である。ここでも、4ユニッ
図 4 「教科書は全体的にいいと思う」に対する賛否 
  
ト全てにおいて、“agree”が“neither agree nor disagree”と“disagree”を上回っており、同





























 次に、同じくダイアログについて、その長さについて尋ねた（質問(2)-3, (3)-3, (4)-3, 
図 5 「トピックは面白いと思う」に対する賛否の比較 


































図 7 「ダイアログの長さ」に対する評価の比較 
  
単語の数について 
 次に、単語の数について、その多さについて尋ねた（質問(2)-5, (3)-5, (4)-5, (5)-5）。
ユニット毎の比較を表すグラフが図 9である。単語リスト上の実数は、それぞれ、Unit 
1 と Unit 2 が 77、Unit 3 が 51、Unit 4 が 65である。実数が増えるに従って“too many”
と回答する数が増え、“adequate” とする回答が減っていることが分かる。“too few”と
回答する学生はどのユニットでも一人もいなかった。 
 SPJ5 では、各ユニットをほぼ 6 回（50 分 x 6 コマ）でこなしていくスケジュール
が組まれている。そのスケジュールで 1 ユニットで 70 を超す単語を覚えていかなく
てはいけないのは、中級後期とは言え多すぎるのかもしれない。覚えるべき単語の数












 次は、同じく単語について、その難しさに対する評価を聞いた（質問(2)-6, (3)-6, (4)-6, 
(5)-6）。ユニット毎の比較を表すグラフが図 10である。 























練習量について聞いた（質問(2)-7, (3)-7, (4)-7, (5)-7）。ユニット毎の比較を表すグラフ















 その単語練習の内容について聞いたのが次の質問である（質問(2)-8, (3)-8, (4)-8, 
(5)-8）。ユニット毎の比較を表すグラフが図 12である。ユニット 2、3、4 については
図 10 「単語の難しさ」に対する評価の比較 
図 11 「単語練習の量」に対する評価の比較 
  
いずれも、“agree”が“neither agree nor disagree”および “disagree”を上回っているが、ユ
ニット 1 では、“agree”が“disagree”を上回ってはいるものの“neither agree nor disagree”
を下回っている。実際の単語の数で言えば、ユニット 1とユニット 2は同数であるが、













 表現説明の良し悪しに関する評価を聞いたのが次の質問である（質問(2)-9, (3)-9, 












う質問に対して、“agree”が４つのどのユニットにおいても 70%（20名中 14 名）を超
え、かつ、“disagree”が 15%（20名中 3名）以下となった。 
図 12 「単語練習の内容」に対する賛否の比較 
図 13 「表現の説明」に対する賛否の比較 
  
表現説明の例文の量について 
 その説明文中の例文の量について聞いたのが次の質問である（質問(2)-10, (3)-10, 





























図 14 「表現説明の例文の量」に対する評価の比較 
図 15 「表現練習の量」に対する評価の比較 
  
















 「表現練習の内容がいい」に“agree”の数は、unit 3 を除いては 70%以上（20名中 14








では、「練習の効果」（質問(2)-13, (3)-13, (4)-13, (5)-13）、「録音の音質」（質問(2)-14, 





















 図 18 は、「聞き取り練習（ダイアログ）の音質」に関するグラフである。「音質が
いいと思う」という質問に対して“agree”か“disagree”かを聞いたが、かろうじて全ての
ユニットで“agree”が"disagree"を上回った。しかし、“disagree”の数は、“neither agree nor 
disagree”と拮抗しており、特に、ユニット 3 では、35%（20 名中 7 名）の“disagree”












図 17 「聞き取り練習の効果」に対する賛否の比較 







































ある髙屋敷（2009 年秋学期～2011 年秋学期）と著者が担当した学期（2012 年秋学期
～2014 年秋学期）の評価を見てみよう（図 20）。評価は、“disagree”から“agree”の 5


































ト」『関西外国語大学留学生別科 日本語教育論集』22 号 pp.119-133. 
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